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１･10防衛省闘争
米日の中国侵略戦争阻止!

改憲･戦争の岸田打倒!

辺野古新基地建設阻止!

オスプレイは今すぐ撤去!

沖縄を軍事要塞にするな!

２４年度大軍拡予算粉砕!

殺傷兵器の輸出許すな!

空港･港湾の軍事使用

やめろ!

戦争政策の中枢＝防衛省に怒りを!

●１月１０日(水)

１８時３０分～

●防衛省正門前

申し入れ･抗議行動 （新宿区市谷本村町５－１）
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辺野古代執行弾劾!
１２月２８日、岸田政権は辺野古新基地建設を巡る計画

変更承認の｢代執行｣に踏み切った。沖縄の思いを徹底的に

踏みにじるこの暴挙を絶対に許すことはできない。

２０日の最高裁判決は、辺野古の不承認は｢普天間飛行場

の危険性除去が実現されないから、社会公共の利益を侵害

する｣などと言い放った。ふざけるな！ 沖縄を軍事要塞に

する計画(右表参照)を次々と出し、基地建設･強化を強行し、

のみならず空港や港湾も含めた全面的な軍事使用に踏み込

んでいるのは岸田政権ではないか！ １１月には嘉手納基地

へ無人機ＭＱ９が正式配備され(鹿屋航空基地から移駐)、

対中国侵略戦争の作戦計画ＥＡＢＯの主力を担う米海兵沿

岸連隊(ＭＬＲ)の新部隊が発足した。墜落事故を起こして

も１週間以上、オスプレイの訓練を連日強行し、防衛省は

容認し続けた。米軍幹部は“辺野古新基地建設後も普天間

基地を使用し続ける軍事的有用性”を平然と語っている。

辺野古新基地建設、沖縄の軍事要塞化、全国の出撃基地

化、中国侵略戦争のための大軍拡－戦争国家化を実力で阻

止しよう。防衛省に怒りをたたきつけよう。

岸田政権は１２月２２日の閣議決定で、｢防衛

装備移転三原則｣と運用指針を改定し、ついに殺

傷兵器の輸出に道を開いた。ライセンス生産品

の提供元国･第三国への輸出を解禁し、即日、迎

撃ミサイルパトリオットの米国への供与を決定

した。２２年末の安保３文書に続く、憲法９条

の建前の完全なる破壊、戦争国家への大転換で

あり、絶対に許すことはできない。

岸田は、ウクライナ軍の大規模攻勢－戦争の

激化･拡大にゴーサインを出したＧ７広島サミッ

トに続いて、２４年２月には｢日ウクライナ経済

復興推進会議｣を都内で開催しようとしている。

各国の政治危機で停滞する欧米の軍事支援を支

え、本格的な武器輸出国･戦争推進国として登場

することを狙っているのだ。

２２日には２４年度の大軍拡予算案の閣議決

定も行われた。防衛費は前年比１兆１千億円増

で過去最大の７兆９４９６億円だ。

｢裏金｣問題で腐敗を極め政権崩壊的危機に陥

る岸田政権は、大軍拡･改憲･戦争国家への道に

突き進んでいる。米バイデン政権とともに、ガ

ザ大虐殺のイスラエルを支え、ウクライナ戦争

推進国として登場し、帝国主義支配の延命をか

けた対中国の侵略戦争へ、沖縄･九州をはじめと

した日本全国の出撃拠点化、日米安保の本格的

な戦争同盟化を推し進めている。

この戦争政策の中枢が防衛省だ。防衛省に怒

りをたたきつけよう。首都･東京を反戦デモで席

巻し、国会･首相官邸を怒りの声で包囲する闘い

を巻き起こし、反戦闘争で岸田を打倒しよう。

殺傷兵器輸出－戦争国家に踏み込む岸田政権倒そう!

沖縄の軍事要塞化許すな!
<２０２４年からの主な計画>

●陸自第１５旅団の師団化

司令部の地下化

●勝連分屯地へのミサイル部隊

配備･連隊本部の設置

●与那国駐屯地へのミサイル部

隊配備

●長射程ミサイル部隊への改編

＜国産長射程ミサイル、トマ

ホークの１年前倒し配備＞

●沖縄市への弾薬庫建設と嘉手

納弾薬庫の共同使用

●うるま市への陸自訓練場建設

●石垣島駐屯地の共同訓練のた

めの拡張

●北大東島への自衛隊配備

７･９兆円の大軍拡予算案粉砕!

２３年３月の武器見本市(千葉市)でイスラエル軍事企業

･エルビット社と武器契約を結んだ伊藤忠アビエーショ

ン､日本エヤークラフトサプライに｢虐殺に加担するな!｣

と抗議行動(12/1)。武器見本市を取り仕切り、軍需産業

を後押ししている総元締めが防衛省･防衛装備庁だ。


